
補
正
予
算
特
別
委
員
会

（
概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

飲
食
店
臨
時
支
援
金
支
給
事

業
に
つ
い
て

問
本
市
独
自
の
飲
食
店
支

援
事
業
（
飲
食
店
に
対
し
、

１
事
業
者
一
律
20
万
円
支

給
）
の
対
象
と
な
る
飲
食
店

は
、
何
店
舗
と
把
握
し
て
い

る
か
。

答
市
内
の
飲
食
店
は
、
平

成
28
年
の
経
済
セ
ン
サ
ス
か

ら
約
４
２
０
店
舗
と
把
握
し

て
い
る
。
支
給
件
数
は
約
４

０
０
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
事
業
の
周
知
に
つ
い

て
、
対
象
事
業
者
へ
直
接
届

く
方
法
が
望
ま
し
い
が
ど
う

か
。

答
広
島
県
か
ら
飲
食
店
営

業
許
可
又
は
喫
茶
店
営
業
許

可
を
受
け
て
い
る
事
業
者
を

中
心
に
、
案
内
文
を
直
接
送

付
す
る
。

第
３
回
臨
時
会

　

５
月
24
日
の
臨
時
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
も
の
と
し
て
１
億
５
７
６
０
万
円
他

を
増
額
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、「
三
原
市
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
警
戒
宣
言
」
な
ど

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
売
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
飲
食
店
に
対

し
支
援
金
を
支
給
す
る
た
め
、８
０
１
０
万
円
を
追
加
。
ま
た
、

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
の
対
象
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
７
７
５
０
万
円
を
追
加

す
る
も
の
。

議 会 広 報 広 聴 委 員 会

広報部会 広聴部会

部 長 ○岡　　　富　雄 ◎中　重　伸　夫

委 員 　村　上　真　以 　田　中　裕　規

委 員 　岡　田　直　己 　杉　谷　辰　次

委 員 　角　広　　　寛 　正　田　洋　一

委 員 　中　迫　勇　三 　萩　　　由美子

委 員 　住　田　　　誠 　伊　藤　勝　也

委 員 　高　原　伸　一 　政　平　智　春

委 員 　木　村　尚　登 　岡　本　純　祥

委 員 　宮　垣　秀　正 　梅　本　秀　明

委 員 　德　重　政　時 　分　野　達　見

委 員 　新　元　　　昭 　仁ノ岡　範　之

委 員 　寺　田　元　子

平成30年7月豪雨災害調査
特別委員会 ※第４回定例会で設置

　平成30年7月豪雨災害からの復旧・
復興に関する調査のため、議長をのぞ
く24名で特別委員会を設置しました。
　委 員 長　梅本秀明
　副委員長　岡　富雄

◎委員長　○副委員長

議長会表彰
永年にわたり地方自治の発展と振興に貢献した功績により、次の者が表彰を受けました。
■全国市議会議長会
　特別表彰（議員歴30年）
　　分野 達見 議員
　感謝状（社会教育委員）
　　仁ノ岡 範之 議員

■中国市議会議長会
　特別表彰（議員歴16年）
　　高木 武子 元議員
　特別表彰（議員歴12年）
　　新元 昭 議員　政平 智春 議員

　普通表彰
　　伊藤 勝也 議員　德重 政時 議員
　　岡　 富雄 議員　正田 洋一 議員
　　亀山 弘道 元議員　安藤 志保 元議員
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５
月
24
日
・
６
月
21
日
に
議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、
２
件
の
課
題
に
つ
い
て
質
疑
を
し
ま
し
た
。

議
員
全
員
協
議
会
の
概
要

第
一
回
水
道
事
業
の
企
業
団
設

立
準
備
協
議
会
開
催
に
つ
い
て

【
概
要
】
会
議
で
は
準
備
協
議
会

の
運
営
体
制
、
運
営
方
法
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
協
議
さ
れ
、

本
市
と
し
て
は
研
究
と
経
過
を

見
な
が
ら
来
年
９
月
ま
で
に
は

参
入
可
否
の
方
針
を
出
す
。

参
加
市
町
の
主
な
意
見

・
議
会
に
経
過
報
告
を
す
る
た

め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
配
慮
し

て
進
め
て
ほ
し
い
。

・
県
内
統
一
料
金
で
負
担
す
る

の
が
理
想
で
あ
り
、
県
内
全
市

町
の
参
加
型
が
必
要
。

・
既
存
の
簡
易
水
道
事
業
に
対
す

る
国
か
ら
の
財
政
支
援
と
比
較

し
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

・
大
き
な
問
題
は
、
人
的
資
源
が

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

・
参
加
し
て
い
な
い
市
町
の
参

加
要
件
に
つ
い
て
も
今
後
議
論

し
て
い
く
。

問
設
立
準
備
協
議
会
規
約
第

九
条
で
は
参
加
が
困
難
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
協
議
会
で
の

同
意
を
得
た
上
で
、
脱
退
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る

が
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
の

か
。
従
来
本
市
で
の
メ
リ
ッ
ト
、

地
域
共
生
社
会
推
進
事
業
に

つ
い
て

問
様
々
な
分
野
で
支
援
が

行
き
届
い
て
い
な
い
人
に
対

し
、
相
談
員
が
行
う
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
支
援
か
。

答
例
え
ば
、
ひ
き
こ
も
り

問
題
で
は
、
当
事
者
側
の
来

所
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
必

要
に
応
じ
訪
問
す
る
こ
と
で

課
題
を
整
理
し
、
適
切
な
支

援
機
関
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

周
産
期
医
療
体
制
継
続
費
補

助
に
つ
い
て

問
分
娩
可
能
な
医
療
機
関

が
減
っ
て
い
る
が
、
本
市
は

ど
の
よ
う
な
方
針
の
基
に
施

策
を
講
じ
る
の
か
。

答
産
科
医
不
足
に
よ
り
医

師
の
確
保
が
困
難
を
極
め
る

中
で
、
常
勤
医
師
を
支
え
る

非
常
勤
医
師
や
研
修
医
の
確

デ
メ
リ
ッ
ト
を
判
断
す
る
中
で

い
つ
で
も
脱
退
で
き
る
と
説

明
、
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
。

答
「
構
成
団
体
は
統
合
の
参
画

が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
は

準
備
会
を
脱
退
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
し
た
協
定
書
に
調
印

し
て
い
る
。
状
況
報
告
で
脱
退

で
き
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
再
度
県
に
確
認
の
上
報
告

す
る
。

問
参
加
し
て
い
な
い
市
町
の

参
加
要
件
等
に
つ
い
て
も
今
後

検
討
し
て
い
く
と
あ
る
が
、
枠

組
み
が
変
化
し
て
い
く
可
能
性

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
全
市
町
が
参
加
す
る
形
を

模
索
す
る
の
が
一
番
と
い
う
話

の
中
で
参
加
市
町
が
増
え
て
も

そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

今
後
５
年
間
の
財
政
計
画
に
つ

い
て

【
概
要
】
令
和
３
～
７
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
財
政
計
画
が
示

さ
れ
た
。
各
年
度
の
財
源
不
足

は
財
政
調
整
基
金
を
６
億
円
余

り
取
り
崩
す
。

　

地
方
債
残
高
は
令
和
２
年
度

保
に
必
要
な
経
費
を
補
助

し
、
市
内
の
産
科
医
療
体
制

を
死
守
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
通
知

が
届
い
た
市
民
の
中
で
、
高

齢
で
あ
る
こ
と
や
認
知
症
を

患
っ
て
い
る
等
の
理
由
で
内

容
を
正
確
に
理
解
で
き
な
い

方
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ど
う
す
る

の
か
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
通
知

に
対
し
て
、
８
割
の
方
か
ら

の
返
信
を
受
け
て
い
る
。
高

齢
者
や
認
知
症
患
者
等
の
配

慮
の
必
要
な
方
に
つ
い
て

は
、
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
支
援
を
す
る
な

ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
誘

致
事
業
に
つ
い
て

末
が
過
去
最
高
で
７
０
３
億
円

だ
が
、
５
年
後
に
は
約
６
２
３

億
円
に
な
る
見
込
み
だ
。

　
５
つ
の
基
金
の
現
在
高
は
、
１

２
２
億
円
か
ら
78
億
円
へ
と
減

少
す
る
。
持
続
可
能
な
健
全
財

政
に
向
け
地
方
債
発
行
を
抑
制

し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
。

問
将
来
の
発
展
的
投
資
を

や
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
財

政
改
革
で
費
用
の
捻
出
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
デ
ジ
タ
ル
化
で
ど
れ
だ
け

経
費
が
削
減
で
き
る
か
未
定
だ

が
、今
後
は
反
映
し
て
い
き
た
い
。

問
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
の

た
め
の
基
金
を
ソ
フ
ト
事
業
に
充

て
る
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
か
。

答
今
後
新
た
な
過
疎
計
画
を

つ
く
る
中
で
検
討
す
る
。

問
毎
年
５
～
10
％
の
予
算

カ
ッ
ト
で
、
維
持
管
理
な
ど
で

市
民
生
活
に
影
響
が
出
て
い

る
。
一
方
で
は
ま
ち
の
発
展
に

先
行
投
資
も
必
要
だ
が
考
え
は

ど
う
か
。

答
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

さ
ず
に
や
る
に
は
、
各
課
へ
事
業

の
縮
減
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

問
財
政
計
画
の
裏
付
け
と
な

る
新
規
の
建
設
事
業
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
今
、
大
き
な
事
業
に
つ
い

て
示
す
こ
と
は
困
難
だ
が
、
議

会
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

問
旧
和
木
小
学
校
お
試
し

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設

費
用
お
よ
び
活
用
実
績
に
つ

い
て
問
う
。

答
開
設
総
事
業
費
、
３
０

２
４
万
５
千
円
に
対
し
、
本

市
の
一
般
財
源
は
、
３
４
３

万
８
千
円
で
、
残
り
は
国
庫

支
出
金
と
県
支
出
金
で
あ

る
。
開
設
後
は
、
28
の
企
業

が
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
等
で
訪
問

し
、
そ
の
内
の
１
社
が
実
際

に
三
原
駅
前
に
オ
フ
ィ
ス
を

開
設
し
た
。

問
企
業
訪
問
が
必
ず
し
も

誘
致
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
企
業
へ
の
聞
き
取
り
や

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
進

出
先
の
専
門
人
材
の
確
保
や

ビ
ジ
ネ
ス
相
手
の
確
保
が
難

し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

本
市
も
こ
れ
を
課
題
と
と
ら

え
て
い
る
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会
（
概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

第
４
回
定
例
会
の
概
要

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
22
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
し
、
一
般
会
計

補
正
予
算
２
件
、
そ
の
他
16
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算（
第
３
号
）の
主
な
も
の
は
、市
内
の
分
娩
可
能
な
医
療
機
関
に
、機
器
購
入
や
医
師
確
保
に
係
る
経

費
を
補
助
す
る
た
め
、１
８
１
４
万
９
千
円
を
追
加
。ま
た
、高
齢
者
対
象
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
係
る
費
用（
委
託
費・会
場
借
り
上
げ
料・タ
ク
シ
ー
補
助
）に
、８
９
２
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　

補
正
予
算（
第
４
号
）は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
を
支
給
す
る
た
め
１
１
１

０
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。
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